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また、それまで 4 〜 6 年次生を対象にした「特別研究」
の時限が消滅し、ドルトン・プランによる教科学習へと発
展・解消されることになった（北村1977）。





1 学年 2 学年 3 学年 4 学年 5 学年 6 学年 備考
修身 2 2 2 四年から時間を特設する
読方 12 5 5 4 4 4
聴方 2 1 主として低学年に
読書 1 1 1 1 1
綴方 2 2 2 2 2
書方 1 1 1 1 1 1 毛筆は三年三学期より
美術 3 3 3 3 3 3
音楽 2 2 2 2 2 2
体操 3 2 2 2 2 2
数学 5 6 5 6 6 二年から時間を特設する
理科 2 2 2 3 3 3 一年から始める
地理 1 2 2 四年から始める
歴史 1 2 2 四年から始める
英語 2 2 2 2 2 2 随意科として課する
リトミック 1 1 一、二年にのみ課する
作業・家裁 1 1 1 2 2 2














































































































































































































































































































































































































































































































5 ・ 6 年次生になると男子 2 時限に対して、女子 1 時限と
明らかに差異化されている。その代わりに女子のみに「裁
縫」が必修となり、 4 年次生以降、週 1 時限の授業時数が
設けられた。



















学年の 1 ・ 2 年次生だけとなったことが挙げられる。この





























1 学年 2 学年 3 学年 4 学年 5 学年 6 学年
修身 2 2 2
読方 6 5 4 4 4 4
聴方 2 1
綴方 2 2 2 2 2 2
書方 1 1 1 1 1 1
読書 2 2 2 2 1
文学 2 2 2 2 2 2
数学 5 5 6 5 5 6
歴史 0.5 2 2
地理 2 1 1 0.5 2 2
絵画 1 1 1 2 2 2
工芸 1 1 2 2 男 2 女 1 男 2 女 1
音楽 2 2 2 2 2 2
リトミック 1
体操 3 3 2 2 2 2
裁縫 女 1 女 1 女 1
英語 1 1 1 1 1





























ている。柏熊「生活教室」は 1 ・ 2 年生の低学年、石井



























疎開を開始した。翌45年 3 月 9 日には 6 年生11名の児童が
卒業のため伊豆を去った（翌10日には東京大空襲があっ




























































1 学年 2 学年 3 学年 4 学年 5 学年 6 学年 備考
読方 6 4 4 4 4 4
聴方 1 1
話方 1 1 1 1 1 1
書方 1 2 2 2 2 三年以上毛筆
綴方 1 1 1 1
文学 1 1 1 2 1 二年ヨリ課ス
読書 1 1 1 1 図書館デ行ウ
絵 1 1 1 1 1 1
彫塑 1 1 1 1 1 1
工芸 1 1 1 1 1 1
リズム遊び 2 1 音感教育モ含ム
音楽 2 2 2 2 音感教育モ含ム
体操 3 3 3 四年以上ニ課ス
散歩 2 3 3 三年マデ課ス
数学 6 6 5 5 5 二年以上ニ課ス
理科 3 3 3 四年以上ニ課ス
地理 1 2 2
歴史 1 2 2 四年ヨリ課ス
英語 1 1 1 2 2 2 主トシテ会話
劇映画 1 1 1 1 1 1 芝居ヲ含ム　幻灯、写真、人形
遊び 6 4 4 三年マデ課ス
裁縫 女 2 女 2 女 2 四年以上ノ女子ニ課ス
総時数 24 27 30 男31・女33 男32・女34 男32・女34
一斉時数 6 9 10 14 14 14
自学時数 18 18 19 17〜19 18〜20 18〜20
〔資料〕成城学園（1967）『成城学園五十年』402〜403頁より作成。










































































































































































2  教員退職問題に関連して言えば、それ以前の1918年 8
新学校・成城小学校の教育課程の変遷過程（ 2・完） 43
月に村上瑚麿雄、1922年 1 月に真篠俊雄、翌 2 月に佐
藤武、1923年 4 月に諸見里朝賢が退職し、開校から 5
年前後で開校初期当時の 5 名の訓導は田中末広を除く
全員が退職した。







































8  5 名の著者である教員の成城小学校の着任年度は石井
1935年、馬場37年、柏熊と小泉38年、田治41年といず
れも成城事件後である。












13 2016（平成28）年 8 月、文部科学省は私立小中学校に
通わせる低所得者世帯に対して年額10〜14万円の補助
の実施を発表し、平成29年度予算概算要求に12.8億円
を盛り込むことになった。多様なニーズによる学校選
択を促すための平等化策だと説明する文部科学省に対
して、筆者はそれが学校選択や受験を含めた社会的選
抜の低年齢化に伴う社会階層や地域間の教育機会の不
平等の拡大をもたらすのみならず、政策評価が行われ
ることで、補助と引き替えに、却って私学に対する管
理や統制が強化され、結果として「私学の自由」が損
なわれかねないとの懸念を表明した。詳細について
は、朝日新聞2016年10月27日・朝刊掲載の特集「私立
授業料補助は必要？小中学生世帯に10〜14万円文科省
検討」の小針の談話「格差 幼少期から広がる恐れ」
を参照のこと。
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